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1.代替温度計設置状況（写真）
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2.原子炉圧力容器（ＲＰＶ）代替温度計の挿入位置について
RPV代替温度計はN-10ノズル内、RPV外側壁面より5cm程度内
側に設置→既設RPV底部温度計と同様に、RPV壁面の構造材温
度を測定。寸法管理により設置予定箇所まで温度計を挿入するが、
挿入作業の誤差（最大±5cm）を考慮し、RPV外壁面より5cm内側
を目標とする。

RPV壁内に届いていれば金属部に接触していなくても、十分な精
度で温度測定可能なことをモックアップ試験で確認している。

RPV代替温度計
設置予定箇所

N-10ノズル
50mm程度

炉心シュラウド
圧力容器

約140mm



42.6℃

②新設温度計

46.1℃

①TE-2-3-69H3
(RPV底部ヘッド
上部温度計)

設置位置

3.代替温度計と既設温度計の比較

1464.6Ω1461.8Ω新設温度計

挿入後挿入前計器名称

表2．新設温度計の直流抵抗値
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表1．既設温度計と新設熱電対の指示値

取付角度（周方向位置）：①270°／②180°

①TE -2 -3 -69 H3
(OP 17232 )

②新設温度計
(OP 16431 )

N -10 ノズル

格納容器（ＰＣＶ） ＲＰＶ

X-51 ペネ
新設温度計
挿入箇所

１ Ｆ
免震棟へ

デジレコ
(中操)


